
 

Ｐ・Ｆ・ドラッカーは､マネジメントを発明した人として知られ、日本でも多くの
ファンがいます。生誕１００周年記念を契機に､その業績に再び注目が集ま
るようになりました。しかし､ドラッカー思想は難しくて理解できないという方が
多く､仕事の現場で十分に活用されているとはいえません。 

そこで、ドラッカー･マネジメントをどのように活用して仕事の成果を上げる
のか「個人・チーム・企業」に分けて具体的に解説いたします。 

◆ドラッカーとはどんな人物か 
・ドラッカーの略歴 

◆ドラッカー・マネジメントがなぜ必要なのか 

◆ドラッカーの仕事論 
・成果をあげる５つの視点 ・リーダーシップとは何か 

・コミュニケーションとスキルアップ 

◆会社が成果をあげるには 
・経営戦略は必要か ・成果があがるまでの仕組み 

・マーケティングとイノベーションの意味 
・使える経営戦略とは何か 

・㈱ＴＭＡコンサルティング 
代表取締役 

・浅沼総合会計事務所所長 
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１９６３年生まれ。早稲田大学政治経
済学部卒､中央大学大学院法学研
究科修了､名古屋学院大学大学院博
士後期課程修了。現在、企業の税務 

会計と経営支援等に取組むと共に､１０年以上の研究を
経て､研修・セミナーで実践しているドラッカーマネジメント
は明快で解りやすいと高い評価を得ている。 
【著書】｢ドラッカーが教えてくれた経営戦略作成シート｣
「世界一やさしいドラッカーの教科書」他。 
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